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ミツバチ属の分類と系統について (2)

コミツバチ亜属の生態

世界にミツバチ属 (Apl'S)は9種が現生して

いるが,そのうち最も祖先的なグループである

コミツバチ亜属 (Ml'crapl'S)では,下記の 2種

が東南アジア一帯に生息している.このグルー

プはその名前のとおり,ミツバチ属の中で体サ

イズが最も小さく,営巣規模も最小で,低木や

ツタなどの枝に 1枚巣を営巣 し熱帯に適応 し

た習性を持っている.特にコミツバチは高温で

乾燥した気候にも適応 していて,時には 50℃

にもなり他のミツバチが生息できないような過

酷な環境においても本種の生息が確認されてい

る.セイヨウミツバチに比べればその生態に関

する情報は少ないが,それでも近年アジアのミ

ツバチ研究が盛んになってきたためこのグルー

プ特有の生態もいくつか報告されている.今回

はコミツバチ亜属でこれまで明らかになってい

る生態について解説する.

分業頁

コミツバチ亜属の現生 2種はコミツバチ

Apl'sHorea(Fabricius.1787)とク口コミツバ

高橋 純一

チAand1-enl'Forml'S(Smith,1958)である(図 1).

コミツバチのタイプ標本は,インドで採集され

た個体が,ク口コミツバチはC.ダーウィンと

共に自然選択の概念を提唱したAR.ウオーレ

スがマレーシアのサラワクで採集した個体がタ

イプ標本になっている (Otis,1996).Wuand

Kuang(1987)による形態形質の比較研究を皮

切りに,交尾時刻,行動,巣構造,遺伝子など

がコミツバチと比較され現在クロコミツバチは

独立種とみなされている.これ以前のいくつか

の論文ではク口コミツバチもコミツバチとして

扱われているため注意が必要である (Sakagami

andYoshikawa,1973など).

分布

コミツバチの分布は,アジア大陸の東西に

広 く分布 していて北限は中国,東限はベ トナ

ム,西限はベルシア湾周辺,南限はインドネシ

アおよびスーダンである (前号図 1参照).ア

ンダマン諸島 (Duttaeta1.,1983)およびケニア

で本種の採集記録があるが,これらは誤同定

:-I_tl-_i:--_岳-;-I-:I-_-.--i---1f7--I:-+ i-$ iTTjI:(I;
図1 コミツバチ亜属の2種.コミツバチの女王蜂を取り囲む働き蜂 (左.表紙写真参照).コミツバチの巣

(中),クロコミツバチの巣 (右) 写真提供左から:中村,小野,Wongsiri
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であり現在まで分布は確認されていない (Otis,

1996).スーダンとジャワ島に分布している個

体群は,人為的な持ち込みによるものであるこ

とがわかっている (Otis,1996).スーダンの

個体群は,パキスタンから持ち込まれた可能性

が高く(MoggaandRuttner.1988),1985年に

はじめてスーダンのKhartoum郊外で営巣が見

つかって以降,短期間のうちに分布を広げてい

る (LordandNagi,1987;MoggaandRuttner,

1988).

ク口コミツバチはコミツバチと比べて分布範

囲は限られている.インドシナとスンダラン

ド (Sundaland:現在のタイのチャオプラヤ川

がかつて作った沖積平野で,現在のマレーシア

とインドネシアの一部を含んでいた大陸)の

間に大きな分布の境界がある (図2).当初は

ボルネオ島が分布の東限だと考えられていた

が,1991年になってフィリピンのパラワン島

から本種の分布が確認された (Otis,1991,de

Guzrnaneta1,,1992).これはおそらくボルネ

オ島とパラワン島が更新世 (今から約 200万

年前の氷期)の時代に今より海表面が低く陸続

きになっていた時代に分布を広げたものであ

ると推測されている (Otis,1996;01droydand

Wongsiri,2006)･西限であるインドでは,ネ

パールやブータンとの国境付近の北東部でのみ

見つかっている.またタイやベトナムではミャ

ンマーやカンボジアとの国境付近で本種が見つ

かっていることから,これらの国にも分布して

いる可能性がある (Otis,1996).

個体群の系統関係

コミツバチ亜属の働き蜂における形態形質の

比較解析によると,コミツバチは大きく2つ

の系統に分かれていた.インドから中東にかけ

ての集団と東南アジアの集団である (Hepburn

eta1.,2005).私たちが行ったミトコンドリア

DNAによる系統解析の結果 (高橋ら,未発表)

を図3に示した.コミツバチとク口コミツバ

チの系統は大きく2つの系統に分けられ,追

伝子の置換率からみても両者は別のタクサであ

ることが支持された.さらにコミツバチの集団

はインドと東南アジアの2つの系統に分かれ

た.これは現在の地理的な隔離状況から見ても

支持することができる結果である.ク口コミツ

バチば,東南アジア大陸とボルネオ島およびパ

ラワン島の集団間が別系統を形成していた.こ

れらの集団間の塩基置換率から分子時計により

推定した分岐年代はおおそよ 150万年前後を

示していた.この時期はちょうど更新世の氷期

が終わりボルネオ島とパラワン島がスンダラン

ドと分断した地質年代と一致する.つまりク口

コミツバチの祖先集団は,それ以前はスンダラ

ンド一帯で 1つの集団を形成していたことを示

している.またコミツバチのインドの集団とク

口コミツバチが系統的に最も近いことが示さ

れ,東南アジアで同所的に分布している地域で

はなく両種の分布境界周辺であるインド東北部

で種分化をした可能性が示唆される.

営巣習性

両種ともに低木やツル状の比較的小さな枝に

営巣する.まれにヤシやバナナなどの葉に営巣

することもある.営巣場所の高さは30cmか

ら10m位までさまざまである.コミツバチは

ク口コミツバチと比較して営巣場所に関する

選好性の範囲が広いため都市部の人工物など

でも営巣が見られる (01droydandWongisiri,

2006).

コミツバチの巣は一般的に標高 500m付近

でよく見つかっている (Ruttner.1988).ただ

し特定の地域では夏の間だけ通常よりも高地

での営巣が確認されている.例えば,イラン

(Ruttnereta1.,1995)やオマーン(Whitcombe,

1984)では 1,900m付近で,南イン ドでは

1,830mで,ベ トナムでは2,000mでの営巣

例がある (Otis.1996).タイでは 1,000m以

下でよく営巣するが,乾期 (2か月)と雨期

(5か月)の間は 1,600m以上の高地での営巣

例がある.これらの状況から本種は,その地

域の気候に合わせて定期的な季節移動を行っ

ていると推測されている (Ruttneretal,1995;

Wongsirieta1.,1997)･

ク口コミツバチの巣は一般的に低地での営
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図3 コミツバチ亜属におけるミトコンドリアDNAのチトクロームオキシダー

ゼサブユニットⅠの部分塩基配列をもとに作製した集団間の系統檎

高橋ら未発表データ

巣が普通である.かつてのスンダランド一帯

であるマレーシアやインドネシアでは標高 0

-500m付近でよく見つかる.中央スマトラ

では,標高 200-500m付近でよく営巣が見

られるが 1,000m以上で営巣することはほと

んどない.まれにスマ トラのランプラングで

1,400m,ベトナムで 1,zoom,マレーシアの

サラワクで 1,220m,キヤメロン高地で 1.590

mといった営巣例がある (Otis.1996).タイ

では,1月から6月までは東南部のチャンタブ

リで本種の営巣が見られるが,それ以外の時

期に見つけることは難 しい.また北部のチェ

ンマイでは3月と4月の間の特定期間でのみ

営巣を見ることができるが,6- 10月の (雨

期)の間は見ることができない.これらの状況

から本種もコミツバチと同様に季節移動を行

っている可能性が高い (Wongsirieta1..1997)

が,環境がよければ 10年以上同じ場所に営巣

している例もあることから,オオミツバチのよ

うにはっきりとした季節移動ではなく,蜜源の

枯渇や天敵などに襲われた場合に移動するよう

である (SomanandChawda,1996).また場

所によっては,オオミツバチのように-か所に

集中して営巣している場合もある (Duttonand

Simpson.1977:Rinderereta1..2002).

成虫の外部形態

この亜属の特徴として雄蜂の体サイズが相
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表 1 コミツバチとク口コミツバチの形質比較
コミツバチ クロコミツバチ
AnoTea A.andI･enl'Folml'S

働き蜂

体長(mm) 7-10 8-9
体色 赤茶色

口吻 (舌)の長さ(mm)3ト337*12

前週長(mm)

前麹幅(mm)

CubitalveinA(mm)

CubitalveinB(mm)

Cubitalindex(a/b)

後趨長(mm)

後廼幅(mm)
廼鈎数

雄蜂

重量 (mg)

6.17-674*123

212-2.32*)･2

0.49±0.04*2

0.18±0.03*2

2.86-3.50刈23

3.17-4.83*2･3

1.36±0.04*Z

黒色

2.797-2.798*6

6.43-4.49*6

2.17-2.21*6

0.51-052*6

0.09-0.08*6

6.2816.38'6

322-3.23*6

125-1.28*6
2*12 10

77.6±2.6*7 70.8±3.0*7

後脚の捕捉器の長さ 長い*4 短い*1

女王蜂
重量

巣の特徴

長さ(cm)

幅(cm)

枝の直径(cm)

86*7 112*7

120±33*5 100±3.3*5

169±53*5 122±3.6*5

07*5 1

働き蜂巣房の特徴

巣房の深さ(cm) 0.93±0.07 076±002

10巣房分の幅(cm) 2.98±0.15 2.78±023

雄巣房の特徴

巣房の深さ(cm) 1.33±007 1.45土071

10巣房分の幅(cm) 4.88±0.21 418±024

女王蜂巣房の特徴

巣房の深さ(cm) 1.41±0.15 124±0.26

巣房の内径(cm) 0.47±0.09 054±008

01droydandWongsir‖2006)を一部改変･
数値はすべて平均値.

*1Ruttner(1988).イラン,オマーン,スリラン九 インド
のサンプル

*2.Rindereretal.(1995).タイのサンプル(n=42コロニー)
*3.Ruttneretal.(1995).イラン,スリラン九 オマーンの

サンプル(n=3-6コロニー)
*4.WuandKuang(1987)･図 1参照･
*5Rindereretal(1996)とWongsirietal.(1996)･タイのク

口コミツバチ(n=15- 19コロニーのうち4-6コロニ
ーのオス巣房を除いてある).タイのコミツバチ(n-38
-42コロニーのうち5- 10コロニーの女王とオス巣
房を除いてある).

*6Rindereretal(1995).タイ(n=36コロニー)とフィリピ
ン (n=4コロニー)

*7KoenigerandKoeniger(2000).コミツバチは未交尾女王

対的に働き蜂と比べて大きいことがあげられ

る.コミツバチの場合,女王蜂は86mg,雄

蜂は 80mg前後,働き蜂は 25.5mgであり,

他のミツバチと比べて繁殖力スト (雄蜂)と働

き蜂の間で体サイズに大きな違いが見られる

(Koenigereta1.,1989)･

両種における働き蜂の形態は,腹部の体

色で識別することができる.コミツバチの

腹部は黄色で明るい色をしている.それに

対してク口コミツバチの腹部末端は黒色と

灰色でバンド模様がはっきりしていて全体

的に褐色である.体サイズもク口コミツバ

チの方が小さい傾向がある.趨脈形質の中

では肘脈指数 cubitalindex(a/b)値が両種

で大きく異なっている.クロコミツバチで

はこの値が平均 607を示すのに対してコ

ミツバチでは平均 2.78である (Wongsiri

eta1.,1990).また,口吻の長さが両種で

大きく異なっている (表 1).針の形態も

両種の間で違いが見られる (Jayasvastiand

Wongsiri,1993).働き蜂の針は 1本の刺

針軸を2つの刺針鞘が包み込む構造にな

っている.針には返し鈎がついていて,刺

針軸と刺針鞘の返し鈎の数はそれぞれ 10

本と4- 5本で両種の間では差がない.

ただし針の先端から刺針鞘での最初の返し

鈎のまでの距離を見てみると,ク口コミ

ツバチの 17.93pmに対してコミツバチは

25.39Pmで長くなっている (表 1)･

雄蜂の脚および交尾器の形態は,両種

を明瞭に識別することができる.雄蜂後

脚の第 3折節には捕握器と呼ばれる二股

の親指のような特徴的な形態を備えてい

る (図 5).この部分には筋肉などの組織

はなく殻状のキチン質からなり内側は湾曲

状で巻き毛が密集している.実際に交尾中

の様子は観察されていないが,この構造は

交尾をするときに女王を捕まえる機能があ

ると推測されている (Ruttner,1988).こ

の特殊な形態は,他のミツバチではみられ

ないため,コミツバチ亜属の特徴でもあ

り,ク口コミツバチよりもコミツバチで

発達している (WuandKuang,1986:Ruttner,

1988;WongsirietalH1990)･雄蜂の交尾器の

構造は,基部の部分は太く先端部分は狭くなっ

ていてオレンジ色の粘着物質で覆われている.

この特徴は他種と同じであるがそれ以外の交尾

器の構造が大きく異なっている (Koenigerand
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図5 コミツバチ亜種における雄蜂後脚の第3鮒節

の捕撞構造 (Wongsirieta1..1990を改変)･
コミツバチの方が発達している.

Koeniger,2000)･特に交尾器を外反させたと

きに角形をした褒状の突起 (bursalcornua)

を2対持っているが,この形態はク口コミツ

バチでは外側に向かって曲がっているのに対

してコミツバチでは折れ曲がって内向きにな

っている (図6).

女王蜂の形態は,両種ともに同種の働き蜂や

雄蜂よりも体サイズは大きく働き蜂とは形態

的に異なり花粉かどなどの形質を持っていな

い.コミツバチの女王蜂の腹部は黄色からオ

レンジ色であるのに対してク口コミツバチで

は腹部は黒色から褐色であるため容易に識別

することができる.

巣の構造と営巣場所

基本的に両種共に小さな木本頬や潅木など

の枝に 1枚巣板による営巣をしているが,都

コミツバチ クロコミツバチ

図7コミツバチ亜属の巣構造 (Rindereretal,1996

を改変).巣房は底の部分で互い組み合わさっ

た構造 (midrib)をしている.コミツバチの巣

は蜂児圏だけでク口コミツバチは頂上部まで

見られる.

コミツバチ クロコミツバチ

図6 コミツバチ亜属における雄蜂の交尾器構造

(WuandKuang1987を改変)･2対の角形
をした褒状の突起構造 (矢印)が2種の間で

異なっている.

市部ではビルなどの人工物の軒下や小さな横穴

などのような場所にも営巣する.オマーンな

どでは営巣に適当な木本頬が少なく岩壁に営巣

している場合もある.タイではヤシやバナナな

どの葉にも営巣するが,ク口コミツバチはこ

のような場所に営巣することはないようであ

る (01droydandWongsiri,2006)･巣の構造

は両種で大きく異なっている (表 1,図 1およ

び図7).巣全体の大きさはク口コミツバチよ

りもコミツバチの方が大きく,巣房も同じよう

に25%程度コミツバチの方が大きい (Rinderer

etal,1996).また巣の頂上部の貯蜜圏はコミ

ツバチの場合上を向いているのに対して,ク口

コミツバチは横向きのままである (図7).こ

れは両種の巣を見分ける明瞭な特徴で,巣房と

巣房が底を互いに寄せて作る構造 (midrib構

造と呼ぶ)がク口コミツバチでは巣全体でみら

れるのに対してコミツバチでは育児圏のみでし

かみられない.最初の巣房は支持する枝の部分

につくる (Akratanakul,1977).育児圏は支持

している枝の下側に作られ,新女王は分蜂前に

一番下の部分でセイヨウミツバチなどと同じよ

うに形成される王台で育つ.雄蜂は育児圏の下

部で作られている.コミツバチでは,巣房数は

おおよそ 1,100から1,600程度である(Muttoo,

1956).タイでは働き蜂数は平均 6,271頭で

あるが,最高で3万頭のコロニーの報告があ

る (Tirgari,1971)･公表されているク口コミ

ツバチのデータはほとんどないが,私たちがマ

レー半島で採集したコロニーの働き蜂数は平均

5,985頭であった (高橋ら,未発表).
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表2 コミツバチ亜属における碓蜂の交尾飛行時刻

スリランカ タイ ボルネオ

コミツバチ 1230-14.30 14･00-16:45
ク口コミツバチ 12:15-13:45 12:00-13:45

KenigerandKoeniger(2000)を改変

表3 受精嚢および貯精嚢内精子数と交尾頻度と血縁度

受精壌内の 貯精嚢内の 働き蜂間の
精子数(∩) 精子数(∩) 観察億 有効値 血縁度

コミツバチ 105万 (15) 43万 11.6±5.0 7.9±3.3 0.31

ク口コミツバチ 78万 (7) 13万 13.5±45 10.5±19 030

交尾行動

ミツバチは繁殖期になると種ごとに特定の

時刻に特定の空間に集まり,そこで女王蜂と

複数の雄蜂が交尾をすることが知られている.

そのような雄蜂が集まる特定の場所を (DCA;

Dronecongregationarea)と言うが,いまだに

両種ともに不明である,ただし女王蜂と雄蜂が

巣を出て交尾飛行にでる時間が調べられている

(表 2).タイでの調査によれば,コミツバチの

雄蜂は 14時から16時45分の間に交尾飛行

にでていた.そして女王蜂が交尾に成功した時

間帯は,14時 4分 と14時 25分であったこ

とから14時から15時当たりが適時だと考え

られている (Koenigeretal.,1989)･ク口コミ

ツバチの雄蜂は 12時から13時の時間帯に交

尾飛行に出ていた.ボルネオではク口コミツバ

チ女王蜂が 12時33分と12時50分に飛行を

行っていたことから12時から13時の日中が

交尾時刻であると思われる.タイでは同所的に

分布していることから,はっきりと交尾飛行時

刻を分けることで生殖隔離を成立させているこ

とが推測されている (KoenigerandKoeniger,
2000).

雄蜂 1頭あたりが持っている精子数は,ク口

コミツバチでは平均すると 13万,コミツバチ

は平均 43万となりコミツバチの方が多いが,

それでも他のミツバチに比べると1/10程度と

少ない (KoenigerandKoeniger,2000)･また

交尾済女王蜂の受精嚢内で蓄えている精子数に

関しても同様で,ク口コミツバチでは平均 78

高橋ら未発表データ

万,コミツバチでは平均 105万であり他のミ

ツバチと比べると少ない特徴がある (表 3).

セイヨウミツバチの女王蜂は複数の雄蜂と交

尾することが知られているが,コミツバチ亜属

も同様に多回交尾をしていることがマイクロサ

テライトDNAマーカーを使って調べられてい

る.タイのコミツバチの女王蜂の交尾回数は平

均 12回であり(01droydeta1,1995;Palmeret

al..2001),ク口コミツバチは平均 14回であ

り(01droydetalH1997),両種とも10頭以上

の雄蜂と交尾している (蓑 3).私たちがマレ

ーシアのク口コミツバチを調べた結果では平均

12回であった (高橋ら,未発表).

尻振りダンス

セイヨウミツバチが腹部を振るわせた8の字

ダンスをすることは有名であるが,コミツバチ

図8 コミツバチの尻振りダンスと餌場の関係

(01droydandWongsiri2006を改変).餌

場の方向かって巣の頂上部でダンスをする.

太陽は位置の補正に使う.



表 4 コミツバチにおけるカースト別の発育日数

卵 幼虫 嫡

働き蜂 3 63 112

雄蜂 3 67 128

女王蜂 3 68 77

SandhuandSlngh(1960)を改変

亜属の働き蜂も同じように尻振りダンスにより

仲間に花蜜や水の場所を教えている.ダンスは

両種ともに巣の頂上部で行うことが特徴的であ

る.巣の頂上部は平らになっているので,太陽

の位置に関係なく直接餌場の方向に向かって尻

振りダンスをして距離を教えているらしい (図

8).

スリランカとタイのコミツバチでダンスの時

間と距離の関係が調べられているが (Lindauer,

1956:DyerandSeeley,1991a),生息地の環境

や遺伝的変異により影響を受けていて種ごと

に決まっているわけではないようである.た

だし,ミツバチの採餌範囲は体サイズとの関

係がみられる.コミツバチの場合は平均する

と269mであり,働き蜂のダンスから推定す

ると95%が 1,5km以内であった (Dyerand

Seeley1991a)･飛行速度はインドとタイの

コミツバチで調べられていて,48m/S～6.1

m/S(Towne,1985:DyerandSeeley1987)で

セイヨウミツバチの7.4m/S(Wenner,1963)

と比べると遅い.

これまでミツバチでダンスするのは働き蜂の

みであると思われていたが,ク口コミツバチの

雄蜂は交尾飛行を行う前にダンスをするらし

いことがわかってきた･01droydandWongsiri

(2006)によると交尾飛行時刻の 1時間ほど前

に5,6頭のオスが巣の頂上部に集まりその中

の数頭の雄蜂が他の雄蜂に向かって働き蜂と同

じように尻振りダンスをする.やがて交尾飛行

時刻になって,ダンスをしていた雄蜂の 1頭

が交尾飛行に飛び立つと,集まっていた雄蜂た

ちはそれに追従して飛行にでかけることが観察

されている.このような雄蜂のダンス行動は他

のミツバチでは観察されていないため大変興味

深いがその理由は不明である.
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発育期間と日齢行動

コミツバチの卵は,カーストに関係なく平均

3日で醇化をする.幼虫期間は6-7日であ

る.嫡期は働き蜂が 11B,雄蜂は 12日,女

王蜂が8日で他のミツバチとほぼ同じである

(表4).女王蜂の羽化日数が短いのは,後で述

べる女王蜂同士の殺し合いによる選択圧が作用

していると考えられている (deGrandi-Hoffman

eta1.,1998).コミツバチやク口コミツバチの

新女王蜂は,羽化するとクイーンパイピングと

呼ばれる発音行動をする.そして他種のミツバ

チと同じように新女王蜂が他に羽化した個体が

いないか巣のパトロールをして,もし羽化前の

王台があれば中の桶を殺し,すでに羽化して

いればコロニーの継承をかけて殺し合いを行

い,生き残った女王蜂がコロニーを引き継ぐ

(Wongsirieta1.,1997,Otiseta1.,1995)･

コミツバチの女王蜂は3日齢になると巣の

頂上部で歩きまわるようになり,理由は不明だ

が働き蜂に対して体を振動させる行動をとる

(Koenigereta1.,1989:Oldroydetal..1994)I

6日齢なった女王蜂は2分程度のオリエンテ

ーション飛行を行い,その後 6日から8日

齢で交尾飛行にでかける.飛行に要する時間

は 15分から30分程度である (Koniegreta1.,

1989).働き蜂は 18日齢あたりから外勤活動

を行うようになり成虫の寿命は約 50日程度で

ある (DyerandSeeley,1987,1991b)･

フェロモン

セイヨウミツバチの女王蜂の大顎腺から

9-ODA(9-keto-(E)2-decenoicacid)が同定されて

いる (CallowandJohnson,1960).この物質

をDCAで誘引剤として使用すると雄蜂が集ま

ってくることから女王蜂物質であると考えられ

ている.コミツバチ亜属において女王蜂の大顎

腺を分析するとこの物質の含有量が極めて少な

いことがわかった (Plettnereta1.,1997).ま

た雄蜂の触角には9-ODAのレセプターが少な

く誘引活性が低いことから,コミツバチ亜属

では女王蜂物質としての機能を持たないこと
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が示唆されている (BrockmannandBruckner,

2001).また,警報フェロモンや巣仲間認識に

使われている体表物質の化学成分などはわかっ

ていない.

働き蜂の寄生行動

通常ミツバチのコロニーでは繁殖分業が成立

していて,女王蜂が産卵を行うため働き蜂の卵

巣は未発達である.ただし女王蜂が死んだ時に

一部の働き蜂が卵巣を発達させ末受精卵を産む

ことがある.有王時では仮に働き蜂の産んだ卵

があっても他の働き蜂により除去されてしま

う (Hallingeta1.,2001).コミツバチ亜属も同

じように通常は働き蜂による産卵は抑制されて

いるが,女王蜂が不在のコロニーでは働き蜂

による産卵が起こる (SakagamiandYoshikawa

1973;WoykeandWongsiri,1992:01droyd

andWongsiri,2006)･コミツバチでは女王の

死亡後,4日程度で 1-2%の働き蜂が卵巣を

発達させるが,それ以後は卵巣を発達させる

個体はみられなくなる (Nanorketa1.,2005).

最近コミツバチで女王蜂の不在コロニーに他の

巣から侵入した働き蜂による寄生が明らかにな

った.女王蜂がいなくなったコロニーでは,数

日内に一部の働き蜂が逃去してしまい,残った

働き蜂は雌の幼虫がいた場合に変性王台を作

る.この時に巣仲間認識がゆるくなるようで他

巣の働き蜂の侵入を許してしまうらしい.遺伝

子解析を行うと産卵働き蜂のうち5%が非血縁

者であり,30%の雄が寄生者の子であること

が明らかになった.ミツバチのような高次の真

社会性種で雄蜂しか産むことができない働き蜂

が寄生行動することは,進化学的に大変興味深

い性質である (Nanorketa1.,2005).

防衛行動

巣に対する防衛行動は両種の間で大きく異な

っている.コミツバチは非常に温和で巣に近づ

いても刺されることは稀である.それに対して

ク口コミツバチは巣から 1,2m程度まで近づ

くと刺針行動をとり刺されることがある.また

両種の働き蜂は,集団で振身行動 (シマリン

グ)をとることが知られている (Butler,1974:

Seeleyetal.,1982:Wongsirieta1.,1997).E

の行動は腹部を高く背側に上げて左右に大き

く振ることで書とともにあたかも巣の表面は

波うつような状態になる.これは鳥やスズメバ

チなどの捕食者に対 しての防衛効果があると

考えられている(KoenigeraridFuchs,1975).

働き蜂は麹を振動させることにより385Hz程

の高いピッチの警戒書を出して鳥などの襲来

を知らせている (SenSarmaeta1.,2002).他

にも熱帯ではアリの捕食圧が非常に高い.この

ため両種ともに植物からヤニ状の粘着性物質

を集めてきて,これを巣を支えている枝に塗布

して侵入防止帯を作り,アリによる捕食を防い

でいる (SenSarmaeta1..2000).

天敵

熱帯におけるコミツバチ亜属の天敵には,ダ

ニ,烏,スズメバチ,アリそれに哨乳類も重

要な捕食者となっている (MorseandFlottum,

1997;01droydandWongsiri,2006)･タイで

は7種の鳥類がセイヨウミツバチや トウヨウ

ミツバチを蜂場で捕食 していることが観察さ

れている(Thirakhupt,1989).コミツバチ亜属

での観察例はないが,捕食されている可能性

は高いと思われる.スズメバチによる捕食は

表 5 コミツバチ亜属にみられるダニ頬

種名 寄生タイプ 宿主

Ameroseiidae科

Suldasiidae科
apjcoJa 花粉食 コミツバチ

巣内で花粉や菌食 コミツバチ

Varroidae科
EuvaJ･rOaSjnhal' 外部寄生で体液を吸う コミツバチ

EuvarroawoJ7gSjn'j 外部寄生で体液を吸う ク口コミツバチ



ネッタイスズメバチ Vespatropl'caでの観察例

がある(BurgettandAkratanaku1,1982;Seeley

eta1.,1982)が,恐らくはほとんどの種類が捕

食を行っているものと考えられる.その他の昆

虫類ではコミツバチの巣にハチノスッヅリガが

よく寄生することが報告されている.そして逃

まの原因の 1つに本種の寄生があげられている

(Akratanakui,1977).またタイでの調査によ

ると,ツムギアリOecopJ7yllasmaragdl'naによ

りコミツバチの76巣のうち37%が巣の発見

時に攻撃を受けていた (Seeleyetalリ1982).

嘱乳類ではアカゲザルMacacamulataやコモ

ンツパイTupalagll'Sがコミツバチの巣を捕食

しているところが観察されている (Seeleyet

a1.,1982).現在でもアジアでは,昆虫は重要

なタンパク質源として利用されている.タイ

ではミツバチの巣が年間4から5万個程度が

市場取引されていると推定されている (Chen

etal,1998).当然ながらコミツバチ亜属も含

まれていることからヒトによる採集も大きな

捕食圧になっていると思われる (Akratanakul,

1976).オマーンでは,岩場に営巣したコミ

ツバチの巣をハニーハンターが採集している

(DuttonandSimpson,1977)･

寄生性の主要な天敵 としてはダニ類がい

る.コミツバチグループの巣内には非寄生性

のダニと外部寄生性のダニが見つかっている

(Needhametal一,2001;01droydandWongsiri,

2006).コミツバチの体からは非寄生性のダニ

Neocypholaelapsl'ndl'caが見つかっている･本

種はミツバチに付着することにより花間を移動

して花粉を食べていると思われる.またトウヨ

ウミツバチやオオミツバチなどからも見つかっ

ている.またコミツバチの巣からはもう一種

非寄生性のダニSuI'dasjapontl'Bcaが見つかっ

ている.本種は巣内の花粉や死んだ菌体など

を食べていると思われる.やはりこれと同種

のダニが トウヨウミツバチの巣からも見つか

っている.外部寄生性であるEwaITOa属のダ

ニはコミツバチグループ特有の寄生者である.

コミツバチか らはEuvaroaslnhal'Delfinado

andBaker(1974)が, ク口コミツバチか ら
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は E･wongsl'njLekprayoonandTangkanasing

(1991)がそれぞれ種特異的に見つかっている

(表 5).両種は後端部の長毛数 (前者は39-40

本,後者は47-54本)で識別することが可能

である (LekprayoonandTangkanasing,1991;

LeyprayoonandTanglanasing,1993,Morin

andOtis.1993).このグループのダニはセイ

ヨウミツバチやトウヨウミツバチに寄生するミ

ツバチへギイタダニ VazTOadestTuCtorと同じ

ような生活史を送っていると考えられている.

この他にコミツバチからBlackQueenCell

Virus(BQCV)と ThaiSacbroodVirus(TSBV)

のウイルス2種が見つかっている (Allenand

Ball,1996;MorseandFlottum,1997).BQCV

は女王蜂の蜂児から見つかったことからこの名

がついたがコミツバチでは深刻なダメージには

ならない.またTSBVは,トウヨウミツバチな

どでは90%以上の死亡率を示すが,コミツバ

チに感染した場合にどの程度の影響があるかは

わかっていない.コミツバチグループからは,

細菌,真菌,原虫などは見つかっていないが,

今後調査が進めばこれらを含めた新規の寄生者

や病原体が発見される可能性は十分にあると思

われる.

終わりに

コミツバチとク口コミツバチ 2種の生態に

ついて,これまでの研究結果を簡単にまとめて

みた.コミツバチ亜属はミツバチ属の中で最も

祖先的なグループであり,セイヨウミツバチな

ど普段私たちがよく目にするミツバチには見ら

れない特有な生態を持っている.季節移動,雄

蜂踊節の形態,未確認のDCA,雄蜂のダンス,

未確認の女王物質,働き蜂による寄生行動とい

った特異な形質はミツバチの進化を考える上で

も重要である.また熱帯特有の生態も本亜属の

特徴である.

セイヨウミツバチや トウヨウミツバチに比べ

ると研究は少ないが,それでもミツバチについ

ての多くの新しい知見を与えてくれている.今

後研究が進めばさらに私たちを驚かせてくれる

ような生態が見つかることが期待される.
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